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行方市　面積 166.33㎢／人口 40,320人 (－2)／男 20,019人 (－9)／女 20,301人 (＋7)  世帯 11,437世帯 (－5)　8月1日現在 (　) は前月比

祭
受け

継がれる 夏 ま つ り夏 ま つ り

　

７
月
29
・
30
日
、
古
宿
・
新
田
地

区
「
八
坂
神
社
」
の
祭
礼
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

初
日
の
宵
祭
り
で
は
、
御
輿
を
先

頭
に
稚
児
（
藤
野
匠
く
ん
）
や
神
職

が
行
列
を
な
し
て
市
内
を
練
り
歩
き
、

２
日
目
の
本
祭
り
で
は
馬
場
で
馬
（
ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）
と
御
輿
（
ス
サ
ノ

ミ
コ
ト
）
の
勇
ま
し
い
戦
い
「
馬
出

し
祭
り
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

珍
し
い
ま
つ
り
を
見
よ
う
と
市
内

・
市
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

現
原
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
子
ど
も
会
育
成

会
で
は
、
毎
年
現
原
小
学
校
校
庭
で

「
あ
ら
は
ら
祭
り
」
を
開
催
し
、
子

ど
も
た
ち
と
地
域
の
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

７
月
29
日
、
大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
の
演
奏
で
祭
り
が
開
幕
し

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
市
内
出

身
の
生
徒
２
名
が
在
籍
し
て
お
り
、

演
奏
後
、
子
ど
も
た
ち
と
記
念
撮
影

を
し
ま
し
た
。

　

手
品
や
消
防
車
両
乗
車
会
、
お
は

や
し
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

山
田
地
区
で
、
７
月
29
・
30
日
に
、

山
田
祇
園
祭
り
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
、

山
車
が
繰
り
出
し
、
笛
や
鉦
、
太
鼓

に
よ
る
祇
園
囃
子
（
山
田
ば
や
し
）

が
奏
で
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
の
最
大
の
呼
び
物
は
、

よ
そ
で
は
見
ら
れ
な
い
荒
々
し
い
神

輿
振
り
で
す
。
神
輿
が
暴
れ
れ
ば
暴

れ
る
ほ
ど
神
が
喜
び
、
豊
作
に
な
り
、

病
魔
や
災
害
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で

き
る
と
、
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
山
田
祇
園
祭
り
は
、
山
田
八

坂
神
社
の
ま
つ
り
で
、
３
０
０
年
ほ

ど
前
、
こ
の
地
に
素
戔
鳴
尊
の
神
輿

が
流
れ
つ
い
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

連
日
の
猛
暑
の
中
、
山
車
の
ひ
き

手
も
こ
ぎ
手
も
汗
だ
く
に
な
り
、
豊

作
と
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

山
田
祇
園

山
田
祇
園

暴れ
神輿の
暴れ
神輿の

　時が移り、時代が変わっても、地域に根ざした伝統的な行事は、郷土を愛する人から
人々へ脈々と受け継がれていきます。
　行方市には、伝統を守り、そして自然をめでる厳粛な行事、華麗な祭りがあります。

す
さ
の
お
の
み
こ
と

馬出し祭り馬出し祭り

あらはら祭りあらはら祭り
と
う
の
た
く
み


